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資料３－１

独立行政法人の栽培実験に係る情報提供等に係る取組みの事例

（北海道農業研究センター）
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北海道農業研究センターの組換えイネ研究に

ついて

１ 研究の対象

生産性を飛躍的に高めることを目的に高い光合成能力を有

するトウモロコシＣ４型遺伝子を導入したイネ

２ 研究の内容

当該遺伝子組換えイネ２系統と 導入前の原品種である キ、 「

タアケ （北海道で育成）を北海道の気象条件下で比較栽培」

し、遺伝子導入系統の出穂期、収量特性、一般形態等を調

査

３ 研究の実施場所

独立行政法人 農業・生物系特定産業技術研究機構

北海道農業研究センター

４ 説明の状況

参考参照



5月 9 （金）

第１回説明会についての
○プレスリリース
○案内状の配布（区役所、町内会（15日）等）
○ホームページへの掲載（１２日）

10 （土）

11 （日）

12 （月）

13 （火）

14 （水）

15 （木）

16 （金）

17 （土）

18 （日）

19 （月）

20 （火） ○第１回一般説明会（６３名）

21 （水）

22 （木） ○道、ﾎｸﾚﾝ、北海道開発局への説明

23 （金）

第２回説明会についての
○プレスリリース
○案内状の配布（区役所、町内会等）
○ホームページへの掲載

24 （土）

25 （日）

26 （月）

27 （火）

28 （水） ○道、ﾎｸﾚﾝ、北農中央会への説明

29 （木） ○第２回一般説明会（７０名）

30 （金） ○田植え（一般公開）

31 （土）

6月 1 （日）

2 （月）

3 （火）

4 （水）

5 （木） ○ほ場見学開始

28 （土） ○北海道農業研究センター一般公開（試験ほ場への見学者1,410名）

7月 11 （金） ○監視カメラで撮影した試験水田の組換えイネの生育状況をセンターのﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ上で公開開始

8月 5 （火） ○道議会議員等のほ場視察

6 （水）

7 （木） ○出穂開始

9月 5 （金） ○試験栽培中止署名簿の大臣提出

10月 16 （木） ○収穫
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資料３－２

独立行政法人の栽培実験に係る情報提供等に係る取組みの事例

（近畿中国四国農業研究センター 四国研究センター）



近畿中国四国農業研究センター 四国研究センター
の組換えイネ研究について

１ 研究の対象

イネ縞葉枯ウイルス抵抗性イネ（キヌヒカリ）

２ 研究内容

組換えイネを非組換えイネと比較するため、一般の試験ほ場で長期

栽培し、基本的な生育特性について調査するとともに、生育・生息する

植物、昆虫、土壌微生物等の生物相に及ぼす影響を長期間モニタリング

し、環境への影響を検討する。

３ 研究の実施場所

近畿中国四国農業研究センター 四国研究センター

４ 説明の状況

平成１３年 ６月 ５日 住民説明会

６月２１日 田植え実施

平成１４年 特段の対応なし

平成１５年 ９月１７日 コープ自然派オリーブから現地見学会要請

９月２５日 コープ自然派オリーブに対する現地見学会

１０月 １日 収穫

１０月 ９日 コープ自然派オリーブの栽培中止の正式申し

入れに対する説明会

１１月１５日 生活協同組合コープ自然派オリーブ主催講演

会・シンポジウムに技術安全課が出席し、研

究の目的等を説明


















